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　11月７日の夜から８日の早朝にかけて、大
森地域の保呂羽山波宇志別神社・里宮神殿で
『霜月神楽』が行われました。神に今年の収
穫を感謝し、来たる年の五穀豊穣を祈るもの
で、神子が優美に舞う『保呂羽山舞』や、太
刀を扱う豪快な『神入舞』などの三十三番の
神事が、参拝者を魅了していました。
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▼

10月３日、増田のまち
　なみを視察された皇太
　子殿下

▼

10月３日、増田のまち
　なみを視察された皇太
　子殿下

▲10月５日、第９回増田蔵の日（増田町中七日町通り）▲10月５日、第９回増田蔵の日（増田町中七日町通り）

▲10月26日、アジアマンガフォーラム（増田まんが美術館）▲10月26日、アジアマンガフォーラム（増田まんが美術館） ▲10月４日～11月３日、後三年合戦絵詞の世界展（県立近代美術館）▲10月４日～11月３日、後三年合戦絵詞の世界展（県立近代美術館）

▲10月19日、後三年合戦シンポジウム（横手市民会館）▲10月19日、後三年合戦シンポジウム（横手市民会館） ▲10月18日・19日、食文化フォーラム（秋田ふるさと村）▲10月18日・19日、食文化フォーラム（秋田ふるさと村）

▲10月12日、合唱フェスティバル（横手市民会館）▲10月12日、合唱フェスティバル（横手市民会館）

▲10月26日、ストリートダンスコンテスト  
　（横手市民会館）

▲10月26日、ストリートダンスコンテスト  
　（横手市民会館）

　全国から多くの芸術文化関係者が訪れた『第29回国民
文化祭・あきた2014』。華やかで感動的だった国民文化
祭を写真で振り返ります。

　全国から多くの芸術文化関係者が訪れた『第29回国民
文化祭・あきた2014』。華やかで感動的だった国民文化
祭を写真で振り返ります。
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▼10月５日、民謡・民舞の祭典（秋田ふるさと村）▼10月５日、民謡・民舞の祭典（秋田ふるさと村）

▲11月2日、太鼓の祭典（秋田ふるさと村）▲11月2日、太鼓の祭典（秋田ふるさと村）

▼10月25日、あきたＹＯＳＡＫＯＩキッズ
　祭り（イオン横手店特設会場ほか）
▼10月25日、あきたＹＯＳＡＫＯＩキッズ
　祭り（イオン横手店特設会場ほか）

国民文化祭プレーバック国民文化祭プレーバック

▼10月25日、世界のダンスフェスティバル（横手市民会館）▼10月25日、世界のダンスフェスティバル（横手市民会館）
今月の表紙

　丑の刻に舞われるのが正式とさ
れている『山之神舞』。他の舞と比
較して時間が長く、体力的・技術
的に最も難儀な舞とされています｡
厳かな雰囲気の中で展開される変
化に富んだ勇壮な舞は、霜月神楽
の見どころのひとつです。



市政の窓行政報告 

市報よこて 04No.220  2014(       26   ).12.1平成　  年市報よこて05 2014(       26   ).12.1   No.220平成　  年

積極的に意見が交換された商談会

んめっ。横手！！食のマッチング商談会

　

市
内
の
食
品
関
連
業
者
な
ど
が
県

内
外
の
販
売
店
に
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、

販
路
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
に
し
た
『
ん
め
っ
。
横
手
！！
食
の

マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
』
が
11
月
５
日

か
ら
６
日
に
か
け
て
浅
舞
公
民
館
と

横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
日
は
、
浅
舞
公
民
館
で
商
談
会

が
行
わ
れ
、
市
内
の
31
事
業
者
な
ど

が
参
加
。
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
で
商
品
の
魅

力
を
説
明
し
た
ほ
か
、
商
談
コ
ー
ナ

ー
で
は
実
際
に
バ
イ
ヤ
ー
と
の
対
面

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
市

内
の
事
業
者
は「
手
応
え
が
あ
っ
た
。

ぜ
ひ
、
販
路
の
開
拓
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
「
横
手
に
は
新
鮮

な
素
材
を
生
か
し
た
商
品
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
販
売
を
検
討
し
た
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
今
後
の
横

手
産
商
品
の
販
路
拡
大
や
知
名
度
ア

ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

横手の商品を売り込む

【平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰】　
　本町下丁町内会自主防災組織（滑川利生会長）は、
地域の自主防災活動を通じて、地域防災力の向上に
貢献した活動が評価され、11月15日、平成26年度秋
田県優良自主防災組織表彰を受賞しました。
　平成９年に組織された同防災組織は、毎年、消火
訓練などを行っているほか、救急救命講習も積極的
に受講しており、町内住民の約３割が修了証を更新
しています。実際に急病人に対して、救急隊が到着
するまで、人工呼吸や心臓マッサージを行った人も
います。平成18年には、町内会単位としては、県内
初の取り組みとしてＡＥＤ講習を受講。以降３年ご
とに講習を受けています。
　また、東日本大震災の教訓を踏まえ、平成24年か
ら本町地域内にある女性センターと合同で総合防災
訓練を行い、避難誘導、傷病者搬送、備蓄供出、炊
き出しなどさまざまな訓練を実施しています。本町
町内会だけでなく、女性センター近隣の住民も参加
するなど防災の意識が地域で高まっています。
　滑川利生会長は、今回の受賞について「今後も定
期的に訓練を行い、常に防災の意識を持ちながら、
災害に備えていきます」と話してくれました。

【平成26年度コミュニティ助成事業】　
　本町下丁町内会自主防災組織は、今年度、一般財
団法人自治総合センターの宝くじ助成の『自主防災
組織育成事業』を活用し、投光器や発電機、車いす、
リヤカー、防災用ジャケットなどを整備しまた。

　八柏部落会（大雄地域）は、一般財団法人自治総
合センターの宝くじ助成金を活用し、八柏部落に古
くから伝わる伝統行事『八柏鹿嶋送り』で使用する
太鼓・提灯・はんてん等と八柏八幡神社宵宮祭の提
灯を購入したほか、集落内の各種団体が利用する集
落会館に冷房を設置しました。
　今回の整備により、地域の子どもたちに伝統文化
が継承されるとともに、会館に冷房設備を設置した
ことで、集落内の交流の促進が図られ、地域コミュ
ニティがさらに強化されることが期待されます。
※一般コミュニティ助成事業は、地域コミュニティの健全
　な発展と宝くじの社会貢献広報のため、宝くじの収益金
　を財源に実施している助成事業です。

　

　市では今年度、スポーツ振興くじ（toto）助成を
利用して、十文字陸上競技場に投てき用囲いを整備
しました。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、地
域におけるスポーツ環境の整備など、スポーツの普
及・振興を図るため、助成を行っています。
　スポーツ振興事業助成のうち、スポーツ振興くじ
（toto）助成は、toto の販売により得られる収益で、
誰もが身近にスポーツに親しめ
る環境づくりなど、地方公共団
体やスポーツ団体が行うスポー
ツの振興を目的とする事業を支
援しています。

宝くじの収益金は社会に役立てられています
平成26年度一般コミュニティ助成事業
宝くじの収益金は社会に役立てられています
平成26年度一般コミュニティ助成事業

スポーツ振興に役立てられています
平成26年度スポーツ振興くじ助成事業
スポーツ振興に役立てられています

平成26年度スポーツ振興くじ助成事業

折りたたみができ移動可能な投てき用囲い

八柏部落会が購入
した太鼓、提灯、
はんてん

本町下丁町内会自主防災組織の皆さん

本町下丁町内会自主防災組織（横手地域）が
平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰を受賞
本町下丁町内会自主防災組織（横手地域）が

平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰を受賞

 コミュニティ助成／自主防災組織表彰

非核平和標語コンテスト・作品展示会

平和への願いをこめて

貴俵さんの標語『手をつなぎ広げてい
こう平和の輪』（本庁舎向かいの看板）

　

子
ど
も
た
ち
に
平
和
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
市
内
の

小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
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を
対
象

に
、
非
核
平
和
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
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行
い
ま
し
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。
応
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本番さながらの訓練を住民も見学

みちのくアラート 2014

災害時の支援体制構築へ連携
　

11
月
６
日
か
ら
４
日
間
、
太
平
洋

沿
岸
部
で
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
陸
上
自
衛
隊
の
訓
練
『
み
ち
の
く

ア
ラ
ー
ト
２
０
１
４
』
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
災
害
派

遣
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
市

で
は
秋
田
県
沿
岸
部
が
被
災
し
た
場

合
を
想
定
し
て
、
速
や
か
に
初
動
体

制
が
構
築
で
き
る
よ
う
部
隊
の
集
結

訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
と
７
日
の
訓
練
で
は
、
青
森

県
八
戸
駐
屯
地
の
隊
員
約
１
８
０
人

が
、
八
戸
か
ら
車
両
47
台
で
岩
手
県

大
槌
町
を
経
由
し
、
６
日
深
夜
に
赤

坂
総
合
公
園
に
到
着
し
、
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
よ
こ
て
内
の
芝
生
に
テ

ン
ト
を
設
営
。
翌
７
日
の
午
前
10
時

に
は
横
手
で
予
定
さ
れ
て
い
た
訓
練

の
す
べ
て
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
津
波
な
ど
で
沿
岸
部
が

被
災
し
た
場
合
に
、
後
方
支
援
活
動

が
迅
速
に
展
開
で
き
る
よ
う
今
後
も

体
制
を
整
備
す
る
方
針
で
す
。

　

11
月
７
日
、
小
中
学
生
の
保
護
者

を
対
象
に
『
子
ど
も
の
た
め
の
ヘ
ル

シ
ー
ラ
イ
フ
講
座
』
が
、
平
鹿
町
ゆ

と
り
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
家
庭
で
の
食
習
慣
を
見
直
し
、

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
平
鹿
地
区
養
護
教
諭
部

会
と
市
が
共
催
し
た
も
の
で
す
。

　

始
め
に
、
市
健
康
推
進
課
の
栄
養

士
が
、
昨
年
実
施
し
た
食
習
慣
調
査

に
つ
い
て
報
告
し
、
市
内
の
小
中
学

生
の
肥
満
度
20
％
以
上
の
出
現
率
が

全
国
平
均
や
秋
田
県
平
均
よ
り
も
高

く
な
っ
て
お
り
、
家
庭
で
の
子
ど
も

の
食
習
慣
の
見
直
し
や
改
善
の
必
要

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
平
鹿
支
部
会
員
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー

控
え
め
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
と
、
試
食

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
子
ど
も
の

健
康
な
毎
日
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

カロリー控えめメニューを紹介

子どものためのヘルシーライフ講座

食事を見直し生活習慣病予防
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横手の商品を売り込む

【平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰】　
　本町下丁町内会自主防災組織（滑川利生会長）は、
地域の自主防災活動を通じて、地域防災力の向上に
貢献した活動が評価され、11月15日、平成26年度秋
田県優良自主防災組織表彰を受賞しました。
　平成９年に組織された同防災組織は、毎年、消火
訓練などを行っているほか、救急救命講習も積極的
に受講しており、町内住民の約３割が修了証を更新
しています。実際に急病人に対して、救急隊が到着
するまで、人工呼吸や心臓マッサージを行った人も
います。平成18年には、町内会単位としては、県内
初の取り組みとしてＡＥＤ講習を受講。以降３年ご
とに講習を受けています。
　また、東日本大震災の教訓を踏まえ、平成24年か
ら本町地域内にある女性センターと合同で総合防災
訓練を行い、避難誘導、傷病者搬送、備蓄供出、炊
き出しなどさまざまな訓練を実施しています。本町
町内会だけでなく、女性センター近隣の住民も参加
するなど防災の意識が地域で高まっています。
　滑川利生会長は、今回の受賞について「今後も定
期的に訓練を行い、常に防災の意識を持ちながら、
災害に備えていきます」と話してくれました。

【平成26年度コミュニティ助成事業】　
　本町下丁町内会自主防災組織は、今年度、一般財
団法人自治総合センターの宝くじ助成の『自主防災
組織育成事業』を活用し、投光器や発電機、車いす、
リヤカー、防災用ジャケットなどを整備しまた。

　八柏部落会（大雄地域）は、一般財団法人自治総
合センターの宝くじ助成金を活用し、八柏部落に古
くから伝わる伝統行事『八柏鹿嶋送り』で使用する
太鼓・提灯・はんてん等と八柏八幡神社宵宮祭の提
灯を購入したほか、集落内の各種団体が利用する集
落会館に冷房を設置しました。
　今回の整備により、地域の子どもたちに伝統文化
が継承されるとともに、会館に冷房設備を設置した
ことで、集落内の交流の促進が図られ、地域コミュ
ニティがさらに強化されることが期待されます。
※一般コミュニティ助成事業は、地域コミュニティの健全
　な発展と宝くじの社会貢献広報のため、宝くじの収益金
　を財源に実施している助成事業です。

　

　市では今年度、スポーツ振興くじ（toto）助成を
利用して、十文字陸上競技場に投てき用囲いを整備
しました。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、地
域におけるスポーツ環境の整備など、スポーツの普
及・振興を図るため、助成を行っています。
　スポーツ振興事業助成のうち、スポーツ振興くじ
（toto）助成は、toto の販売により得られる収益で、
誰もが身近にスポーツに親しめ
る環境づくりなど、地方公共団
体やスポーツ団体が行うスポー
ツの振興を目的とする事業を支
援しています。

宝くじの収益金は社会に役立てられています
平成26年度一般コミュニティ助成事業
宝くじの収益金は社会に役立てられています
平成26年度一般コミュニティ助成事業

スポーツ振興に役立てられています
平成26年度スポーツ振興くじ助成事業
スポーツ振興に役立てられています

平成26年度スポーツ振興くじ助成事業

折りたたみができ移動可能な投てき用囲い

八柏部落会が購入
した太鼓、提灯、
はんてん

本町下丁町内会自主防災組織の皆さん

本町下丁町内会自主防災組織（横手地域）が
平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰を受賞
本町下丁町内会自主防災組織（横手地域）が

平成26年度秋田県優良自主防災組織表彰を受賞

 コミュニティ助成／自主防災組織表彰

非核平和標語コンテスト・作品展示会

平和への願いをこめて

貴俵さんの標語『手をつなぎ広げてい
こう平和の輪』（本庁舎向かいの看板）
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災害時の支援体制構築へ連携
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カロリー控えめメニューを紹介

子どものためのヘルシーライフ講座

食事を見直し生活習慣病予防



◆平成25年度決算
■問合せ　市財務部財政課（☎35-2167）

【１】平成25年度決算額（普通会計及び特別会計）

■収入の状況

市税
85億3,122万円
【15.8％】

地方交付税
224億7,485万円
【41.5％】

国庫支出金
59億2,611万円
【11.0％】

その他(交付金等)
18億4,425万円
【3.4％】

市債
55億4,206万円
【10.3％】

県支出金
41億4,021万円
【7.7％】 自主財源

【26.1％】
依存財源
【73.9％】

歳入総額
540億4,342万円

使用料･手数料等
55億8,472万円
【10.3％】

■支出の状況（性質別歳出）
維持補修費
16億7,726万円
【3.2％】 人件費

92億4,261万円
【17.6％】

扶助費
81億1,900万円
【15.5％】

65億9,032万円
【12.6％】

公債費

物件費
66億8,586万円
【12.7％】

義務的経費
【45.7%】

投資的経費
【13.9%】

その他経費
【40.4%】

歳出総額
524億7,510万円

その他(繰出金等)
86億3,397万円
【16.5％】

建設事業費等
73億2,805万円
【13.9％】

補助費等
41億9,803万円
【8.0％】

■実質公債費比率(県内自治体から抜粋)
　実質公債費比率は、公債費負担（借金返済）の度合いを測
る指標で、18％以上の団体は、起債（借金）に当たり許可が
必要になり、25％以上の団体は、一定の地方債の起債が制限
されます。35％以上の団体になると、その制限の度合いがさ
らに高まります。

　　                 　　　 大仙市………17.6％
秋田市………12.4％　　仙北市………15.0％
由利本荘市…14.3％　　湯沢市………13.1％

横手市……11.1％

【３】横手市の財政状況(指標)

■財政力指数 　　0.333
　財政力の強弱を判断する指数で、指数が１に近いほど財政
力が強いとされています。

■経常収支比率   87.0％
　市がどれだけ自由にお金を使えるかを判断する指標で、80
％を超えると市債の返済や人件費など、必ず払わなければな
らない経費が多いため財政の自由度が少ないと判断されます｡

■実質収支比率 　4.5％
　財政運営の健全性を判断する指数で、標準財政規模のおお
むね３～５％が望ましいとされています。

【２】収入及び支出の概況（普通会計）

◆平成26年度予算執行状況

収入率
執行率

43.5%
36.5%

収入済額
支出済額

254億2,826万円
213億5,103万円

予　算　額

584億9,829万円

会　計　名

普 通 会 計

会 計 名
普 通 会 計
特 別 会 計
合 計

 歳入決算額
540億4,342万円
269億4,699万円
809億9,041万円

 歳出決算額
524億7,510万円
259億  163万円
783億7,673万円

【２】収入及び支出の概況（普通会計）
　普通会計とは、個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲が異
なることから、自治体間の財政比較ができるようにするため、
地方財政統計上で共通して用いられる会計区分で、横手市では
一般会計、土地区画整理事業特別会計、障害者支援施設特別会
計の３つの会計を合わせたものを普通会計としています。

これまで収まった額

254億2,826万円
市税
 39億6,693万円

地方交付税
 151億6,391万円 市の事業や

運営の経費
 180億1,890万円

借入金の返済
 33億3,213万円

その他※1
 62億9,742万円

これまで使った額

213億5,103万円
(予算に対して36.5％)

(予算に対して43.5％)

【１】執行状況(普通会計)

※１その他の内訳 ○地方消費税交付金／6億1,918万円 ○分担金・
負担金／1億6,680万円　○使用料・手数料／4億753万円　○国庫支
出金／19億4,807万円　○県支出金／7億3,118万円　○諸収入／5億
2,461万円　○財産収入／1億円　○繰越金／15億6,338万円　○そ
の他（交付金等）／2億3,667万円

(平成26年9月30日現在)

収入済額 支出済額

【５】地方債及び一時借入金現在高

　家庭における各種ローンのように、市の事業に必要な資金
が不足した場合には、借り入れをして不足分をまかなうこと
があります。このうち、施設や道路などの建設、災害復旧な
どに充てられ、年度を越えて返済するものが地方債です。
○総 務 債… 53億7,649万円
○民 生 債… 15億8,053万円
○衛 生 債… 31億6,020万円
○農林水産業債… 38億9,248万円
○土 木 債…117億7,804万円
○公 営 住 宅 債… 17億2,088万円
○消 防 債… 10億7,947万円
○教 育 債… 99億6,948万円
○臨時財政対策債…198億1,635万円
○そ の 他… 17億5,487万円（商工債・災害復旧債等）

【３】市税収入及び負担状況
　市税は、市民の皆さんや企業などから納めていただいた税
金であり、市の事業を行う上で欠くことの出来ない貴重な財
源となっています。

地方債残高
601億2,879万円

市民１人あたりの残高
　　＝62万4,754円 39億6,693万円

その他
4万円【0.0%】

市民１人あたり＝4万1,218円
 （平成26年9月30日住民基本台帳人口　
　　　　　　　　　　　　　　96,244人）

市民税
12億1,715万円
【30.7%】

合計

固定資産税
21億2,041万円
【53.5%】

市たばこ税
3億5,258万円【8.9％】

軽自動車税
2億3,911万円【6.0％】

入湯税
3,764万円【0.9％】

　企業会計とは、市などが行う公営企業の会計のこと
で、横手市では病院事業、水道事業、下水道事業の３
事業が対象です。

【４】企業会計の執行状況

■病院事業
【貸借対照表】 (平成26年９月30日現在)

固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

固 定 負 債
流 動 負 債
繰 延 収 益
資 本 金
剰 余 金
合 計

70億7,890万円
7億1,378万円
5,637万円

52億6,729万円
△12億9,206万円
118億2,428万円

72億2,834万円
45億9,594万円

118億2,428万円

■一時借入金現在高

■地方債現在高（普通会計分）

　一時借入金は、年度内に不足した
現金を補うための借入金です。

借入限度額
借入現在高

80億円
0円

(平成26年９月30日現在)

【６】特別会計の執行状況
　特別会計とは、特定の歳入歳出を普通会計と区別し
て処理するための会計です。

会　計　別

 国民健康保険特別会計

 後期高齢者医療特別会計

 介護保険特別会計

 特別養護老人ホーム特別会計

 介護老人保健施設特別会計

 介護サービス事業特別会計

 指定通所介護事業特別会計

 市営温泉施設特別会計

 集落排水事業特別会計

 浄化槽市町村整備推進事業
 特別会計

 財産区特別会計
 ※９財産区の合計

予 算 額
 　収入済額　　　　収入率
 　支出済額　　　　執行率

48億5,781万円
49億1,978万円

2億6,597万円
2億5,473万円

46億3,726万円
46億 526万円

1億9,757万円
3億2,827万円

1億6,035万円
2億3,085万円

3,992万円
1,072万円

3,040万円
3,518万円

2億6,044万円
2億8,846万円

5,853万円
1億7,212万円

4,988万円
1,237万円

829万円
262万円

39.5%
40.0%

28.0%
26.8%

41.6%
41.3%

27.2%
45.2%

30.5%
43.9%

147.3%
39.5%

36.1%
41.8%

37.5%
41.5%

13.4%
39.4%

95.4%
23.7%

41.8%
13.2%

【損益計算書】

医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失

合 計

医 業 収 益
医業外収益
特 別 利 益
当期純損失
合 計

34億1,710万円
1億7,619万円

3万円
13億2,939万円
49億2,271万円

36億 261万円
6,648万円

12億5,362万円

49億2,271万円

(平成26年４月１日から９月30日まで)
費　　用

資産の部 負債・資本の部

収　　益

■水道事業
【貸借対照表】 (平成26年９月30日現在)

固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

固 定 負 債
流 動 負 債
繰 延 収 益
資 本 金
剰 余 金
合 計

133億5,222万円
4億5,400万円
48億4,848万円
59億1,586万円
15億8,590万円
261億5,646万円

238億2,885万円
23億2,761万円

261億5,646万円
【損益計算書】

営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
当期純利益
合 計

営 業 収 益
営業外収益

合 計

8億3,163万円
1億3,659万円

9億6,822万円

7億2,790万円
1億6,798万円
1,728万円
5,506万円

9億6,822万円

(平成26年４月１日から９月30日まで)
費　　用

資産の部 負債・資本の部

収　　益

■下水道事業
【貸借対照表】 (平成26年９月30日現在)

固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

固 定 負 債
流 動 負 債
繰 延 収 益
資 本 金
剰 余 金
合 計

172億4,319万円
7億1,439万円
99億 494万円
33億 335万円
6億8,038万円
318億4,625万円

309億1,613万円
9億3,012万円

318億4,625万円
【損益計算書】

営 業 費 用
営業外費用
特 別 損 失
当期純利益
合 計

営 業 収 益
営業外収益

合 計

3億1,427万円
10億1,680万円

13億3,107万円

4億8,007万円
1億9,488万円
1,142万円

6億4,470万円
13億3,107万円

(平成26年４月１日から９月30日まで)
費　　用

資産の部 負債・資本の部

収　　益

122億9,253万円

9億5,010万円

111億3,938万円

7億2,642万円

5億2,611万円

2,710万円

8,411万円

6億9,490万円

4億3,695万円

5,228万円

1,981万円

■平成25年度決算・平成26年度予算の執行状況

　平成25年度決算及び平成26年度上半期(平成26年
9月30日現在）における市の予算執行状況について
お知らせします。決算及び予算執行状況の内容につ
いては、市のホームページ(ページ番号000007719､
000007720）にも掲載しています。

お知らせします

平成25年度決算
及び平成26年度
予算執行状況
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平
成
28
年
４
月
に
、
境
町
小
学 

校
、
黒
川
小
学
校
、
金
沢
小
学
校

が
統
合
し
、
横
手
北
小
学
校
が
開

校
し
ま
す
。
新
し
く
誕
生
す
る
横

手
北
小
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
章

の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
限
／
平
成
27
年
１
月
30

　

日（
金
）

◆
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
ご
応

　

募
で
き
ま
す
。

◆
選
定
方
法
／
市
教
育
委
員
会
で

　

審
査
し
、
平
成
27
年
３
月
に
決

　

定
予
定
。

◆
留
意
点
／
応
募
は
一
人
1
作
品

　

ま
で
。
自
作
に
よ
る
未
発
表
の

　

も
の
。

◆
応
募
方
法
／
指
定
の
応
募
用
紙

　

ま
た
は
、
任
意
の
用
紙
に
デ
ザ

　

イ
ン
し
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

   

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た

　

は
学
校
名
、
デ
ザ
イ
ン
の
説
明

　

を
記
入
し
て
郵
送
、
ま
た
は
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

　

ら
も
応
募
で
き
ま
す
。
な
お
、

　

応
募
用
紙
は
各
地
域
局
、
Ｙ
ぷ

　

ら
ざ
、
学
校
統
合
推
進
課
な
ど

　

に
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
市
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
任
意
の
用
紙
の
場
合
は
Ａ
４
判

　

の
用
紙
を
縦
長
で
使
用
し
、
縦

　

横
15
㌢
の
枠
内
に
描
く
こ
と
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

〒
０
１
３
‐
０
０
６
０　

　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

　

市
教
育
委
員
会
学
校
統
合
推
進  

   

課
（
条
里
南
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
４
５

ＨＰページ番号／000019239 教　育

横
手
北
小
学
校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
ま
だ
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
ク
ー

ポ
ン
券
を
利
用
し
て
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
日
程
は
す
で
に
お
送
り
し

て
い
る
通
知
を
ご
覧
に
な
る
か
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
対
象
と
な
る
年

　

齢
の
方
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

　

☎
３
３
‐
９
６
０
０

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

ＨＰ番号／000004031 検　診

募　集

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
数

【
看
護
師
】２
名
程
度

【
臨
床
検
査
技
師
】２
名
程
度

◆
受
験
資
格

＊
採
用
後
、
通
勤
に
支
障
の
な
い

　

範
囲
に
居
住
で
き
る
方

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
必
要
な
免

　

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
に
国
家
試
験
に

　

よ
り
免
許
取
得
見
込
み
の
方

＊【
看
護
師
】昭
和
54
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方

＊【
臨
床
検
査
技
師
】昭
和
49
年
４ 

　

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

◆
試
験
日

   

平
成
27
年
２
月
１
日（
日
）                                             

◆
場
所

　

市
立
横
手
病
院

◆
受
付
期
限

　

平
成
27
年
１
月
16
日（
金
）
　

　

※
必
着

◎
試
験
案
内
等
は
市
立
横
手
病
院

　

に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す

　

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
『
職

　

員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
』

　

と
朱
書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し

　

て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　

信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同

　

封
の
上
、
市
立
横
手
病
院
総
務

　

課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
申
込

　

用
紙
等
は
、
市
立
横
手
病
院
の             

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
２　

　

横
手
市
根
岸
町
５
‐
31

　

市
立
横
手
病
院
総
務
課

　

☎
３
２
‐
５
０
０
１

ＨＰページ番号／000019250

が
ん
検
診 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は

12
月
26
日（
金
）で
す

市
立
横
手
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
　
〜
平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
〜
　

募　集

◆
職
種
・
採
用
予
定
人
数

【
薬
剤
師
】２
名
程
度

【
非
常
勤
薬
剤
師
】若
干
名

◆
受
験
資
格

＊
採
用
後
、
通
勤
に
支
障
の
な
い

　

範
囲
に
居
住
で
き
る
方

＊
薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
方
、

　

ま
た
は
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

　

国
家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見

　

込
み
の
方

＊
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方

◆
採
用
予
定
年
月
日

   

平
成
27
年
４
月
１
日   

＊
す
で
に
、
薬
剤
師
の
免
許
を
有

　

し
、
職
務
に
従
事
で
き
る
方
は
、

　

随
時
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。                          

◆
試
験
日

　
随
時
実
施

◆
場
所

　

市
立
大
森
病
院

◆
受
付
開
始

　

12
月
１
日（
水
）

◎
試
験
日
は
相
談
の
上
、
決
定
し

　

ま
す
。
試
験
案
内
等
は
市
立
大

　

森
病
院
に
あ
り
ま
す
。
郵
便
で

　

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

　

に
『
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙

　

請
求
』
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を

　

明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼

　

っ
た
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
）

　

を
同
封
の
上
、
市
立
大
森
病
院

　

総
務
課
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
等
は
、
市
立
大
森
病

　

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
0
5
2
5

　

横
手
市
大
森
町
字
菅
生
田
2
4

　

５
‐
２
０
５

　

市
立
大
森
病
院
総
務
課

　

☎
２
６
‐
２
１
４
１

ＨＰページ番号／000019253

市
立
大
森
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
　

◆対　　象　保護者が仕事や病気などで、日常児童
　　　　　　を保育できない家庭の０歳から小学校
　　　　　　入学前の乳幼児
◆受付期間　12月１日（月）～12月22日（月）
◆申 込 み　入所の申込窓口は、原則として次のと
　　　　　　おりです。指定の申込先に提出できな
　　　　　　い場合は、他の地域局に提出できます。
　　　　　　また、申込書類は、市のホームページ
　　　　　　からもダウンロードできます。

＊現在、上記施設を利用していて、来年４月以降も
　引き続き同じ施設の利用を希望する方には、後日、
　現在利用している施設を通じて、申込書類を配布
　します。
＊市報10月１日号でお知らせしていますが、来年４
　月からスタートする『子ども・子育て支援新制度』
　では、幼稚園や保育所等の利用を希望する場合は
　新規・継続の区別なく、支給認定申請を行ってい

　ただく必要があります。この申請に基づき、市か
　ら『支給認定証』が交付されますが、来年４月か
　らの利用を希望する場合は、支給認定事務が集中
　し、審査等に日時を要するため、認定証の交付は
　来年２月中になる見込みです。
＊いずれの保育所等も入所決定（又は内定）は、来
　年２月下旬から３月中旬になります。

～入所予定の方は忘れずにお申し込みください～   ＨＰページ番号／000011504～入所予定の方は忘れずにお申し込みください～   ＨＰページ番号／000011504

◆子ども・子育て支援新制度、幼稚園、保育所等に関する問い合わせ　
市健康福祉部子育て支援課（市役所本庁舎内）☎35-2133　

平成27年度 保育所等の新規入所申込みを12月から開始します

横 手 幼 児 園
横手マリア園
アソカ保育園
明 照 保 育 園
白 梅 保 育 園
相 愛 保 育 園
和 光 保 育 園
常 盤 保 育 園
ときわベビーハウス

むつ み 保 育 園
むつみ乳児保育園

旭 保 育 園
金 沢 保 育 園
みいりの保育園

（１歳児まで）

（常盤保育園分園２歳児まで）

子育て支援課、各保
育所、横手保健セン
ター、横手市児童セ
ンター備え付けの申
込書類に記入し、第
一希望の保育所にお
申し込みください。

子育て支援課
　（市役所本庁舎４階）
☎35-2133

申込み

問合せ

◆申込受付開始施設一覧

横　手

ますだ保育園
浅舞感恩講保育園
下鍋倉保育所

樽見内保育園
吉 田 保 育 所
醍 醐 保 育 園
沼 館 保 育 園
里 見 保 育 所
福 地 保 育 所

大 沢 保 育 所

大 森 保 育 園
川 西 保 育 所
白 山 保 育 所
十文字保育所

三 重 保 育 所
植 田 保 育 所
睦 合 保 育 所

さんない保育園
たいゆう保育園

各地域局備え付けの申
込書類に記入し、各地
域局市民福祉課へお申
し込みください。
増田地域局
市民福祉課☎45-5514
平鹿地域局
市民福祉課☎24-1114
雄物川地域局
市民福祉課☎22-2156
大森地域局
市民福祉課☎26-2115
十文字地域局
市民福祉課☎42-5113
山内地域局
市民福祉課☎53-2933
大雄地域局
市民福祉課☎52-3905

申込み・問合せ

　

増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

山　内
大　雄

（へき地保育所３歳児から）

（へき地保育所３歳児から）

（保育認定部分、満１歳から）

認定こども園
こひつじ幼稚園
ろばの子保育園

【市内の空間放射線量】

単位：マイクロシーベルト毎時

いずれも秋田県の通常レベル（0.022 ～ 0.086）の範囲内です。

0.06
0.05
0.07

横手北中学校
増田中学校
横手明峰中学校

測定値 測定場所

11月14日

測定日

　市内の３カ所で定期的に空間放射線量を測定して
います。

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期
○介護保険料６期　○後期高齢者医療保険料６期　
　納期限は１月５日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実
　な口座振替で！
◆口座振替の方は残高確認をお忘れ
　なく！
◆市財務部納税課（市役所本庁舎内）
　☎32-2518

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期
○介護保険料６期　○後期高齢者医療保険料６期　
　納期限は１月５日です
◆市税等の納付は便利・安心・確実
　な口座振替で！
◆口座振替の方は残高確認をお忘れ
　なく！
◆市財務部納税課（市役所本庁舎内）
　☎32-2518
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　滞納が発生すると、納期限内に納付されている方
との公平性が保てないだけでなく、滞納処分のため
に貴重な税金から本来必要のない経費を支出しなけ
ればなりません。そのため、市では滞納への取り組
みを強化し、早期の滞納解消と収納率向上に努めて
います。
◆市が行っている滞納解消への取り組み
①口座振替の推進
　税金等の納付が普通徴収（納付書により納付）の
　方には、口座振替依頼書を同封しております。納
　め忘れがない口座振替をご利用ください。
②督促状の送付
　納期限が過ぎても納付が確認できない場合は、督
　促状を送付します。この場合、本税以外に督促手
　数料が加算されます。
③催告状の送付
　未納の税金等がある場合、未納の税金等の一覧を
　記載した催告状を送付します。未納の税金等には
　延滞金が加算されますので、大至急納付してくだ
　さい。
④差押
　法律上、督促状を送付した日から10日を過ぎても
　納付が確認できない場合は、『財産を差し押えな
　ければならない』と規定されています。この場合、
　滞納者の同意を得ることなく勤務先、取引先、自

　動車、不動産などの財産を調査し、把握した財産
　を差し押さえ、取立・換価します。場合によって
　は本人立会いの下、居宅を捜索する場合もありま
　す。また、本人が不在の場合には警察官等立会い
　の下、捜索することができるとされています（鍵
　開け費用や自動車をけん引し、保管する費用など
　の実費については、滞納処分費として滞納者の負
　担となります）。
⑤秋田県地方税滞納整理機構
　税金等の滞納処分を専門に行うため秋田県および
　県内市町村で設立した組織です。悪質な滞納者に
　ついては、機構への引き継ぎを行い、滞納処分（差
　押等）を実施します。
◆差押の実施状況
　【平成25年実績】
　1,129件、101,524,373円
　今後も引き続き、差押等の滞
　納処分を実施し、納税の公平
　性の確保に努めていきます。
◆問合せ　
　市財務部納税課（市役所本庁
　舎内）☎32-2518
　各地域局地域振興課（横手地
　域局を除く）

軽油引取税免税証（農業用）の交付申請書の（仮）受付について軽油引取税免税証（農業用）の交付申請書の（仮）受付について

◆申請受付日程

◆注意事項
◎当日は大変混み合います。記入された方からの受
　け付けになりますので、必ず申請書に記入して会
　場までお越しください。申請用紙のない方は、問
　合せ先までご連絡ください。
◎平成27年２月18日からは、県税事務所でも申請を
　受け付けます。ただし、県税事務所で申請を行う       
   と免税証の交付が遅れることがありますので、今  
   回の日程での申請をお勧めします。
◎免税軽油使用者証の交付年月日が、平成24年12月
　以前の場合は更新申請が必要です。

◎免税証の交付は、4月上旬の予定です。
◎共同申請で使用者の増加や入れ替えがある場合は更
　新申請、脱退等する場合は書換申請が必要になりま
　す。なお、印鑑と耕作証明書は全員分が必要です。
※申請の区分によって、提出書類が異なりますので、
　詳細は秋田県ホームページ『美の国あきたネット』
　→『県の組織（課所別）から探す』→『総務部』→
　『総合県税事務所』のページで確認してください。

◆問合せ／県総合県税事務所平鹿支所☎32-0590
　県総合県税事務所課税部課税第二課☎018-860-3341

　農業用免税軽油制度は平成27年3月31日で終了することになっていますが、制度が継続された場合に対応す
るために申請を受け付けます。免税証の交付を希望する方は手続きをしてください。

時  間

10：00～11：30
13：00～15：30

地　域
大雄
大森
雄物川

十文字・増田

平鹿

横手・山内

期　日
平成27年１月６日（火）
平成27年１月14日（水）
平成27年１月21日（水）
平成27年１月28日（水）
平成27年２月４日（水）
平成27年２月５日（木）
平成27年２月17日（火）

場  所
大雄農業団地センター３階　大会議室
大森地域局３階　集会室
雄物川地域局２階　大会議室
十文字地域局２階　第１会議室

浅舞公民館１階　多目的ホール

県平鹿地域振興局１階　第２会議室

　＜納税は国民の義務です＞　税金の滞納には厳しく対処します！　＜納税は国民の義務です＞　税金の滞納には厳しく対処します！

〝納税相談は滞納解消への第一歩〟〝納税相談は滞納解消への第一歩〟

受賞をたたえて
～各分野で活躍された皆さんを
　　　　　　　　ご紹介します～

受賞をたたえて
～各分野で活躍された皆さんを
　　　　　　　　ご紹介します～

法務大臣表彰

平成26年度中学生の『税についての作文』表彰
秋田県納税貯蓄組合連合会会長賞

　永年にわたり積極的な人権擁
護活動に尽くされ、職務上の功
績が顕著であったと認められ、
法務大臣から表彰されました。

人
権
擁
護
委
員

前
澤
弘
子
氏（
横
手
）

工
藤
凜
歩
さ
ん

　

   

（
横
手
南
小
５
年
）

第20回東北小学生
バドミントン大会準優勝
　５年生以下女子ダブルスの部で
準優勝し、全国大会に出場します。

農林水産大臣賞

ブ
ド
ウ
農
家

小
川
忠
洋
氏（
横
手
）

　県種苗交換会で、瓶詰ぶどう
ジュースを出品し、農林水産大
臣賞を受賞しました。

　国税庁と全国納税貯蓄組
合連合会が、中学生を対象
に、税についての作文コン
クールを行いました。横手
税務署管内では、８校、546
作品の応募があり、11月13
日に表彰式が行われ、14人
が表彰されました。表彰後、
県納税貯蓄組合連合会会長
賞を受賞した２人の生徒が
受賞作品を発表しました。

河野光学レンズ㈱秋田工場
厚生労働大臣表彰
県統計功労団体

第137回県種苗交換会

（十文字）

高橋あゆみさん
（平鹿中３年）

菊池颯太さん
（横手北中３年）

 栄光／市長便り

市長便り■ 12 横手市長■髙橋　大

　

多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
『
地
域
の
文
化
力
を
高

め
、
文
化
の
力
で
地
域
を
元
気

に
』
を
基
本
理
念
に
開
催
さ
れ

た
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０

１
４
も
、
11
月
３
日
に
閉
会
式

を
迎
え
、
１
カ
月
に
わ
た
る
祭

典
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

秋
田
に
は
、
『
山
水
皆
こ
れ

詩
の
国
秋
田
』
と
歌
わ
れ
る
よ

う
に
、
美
し
い
自
然
と
四
季
が

織
り
な
す
風
土
に
醸
成
さ
れ
、

各
地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
有

形
無
形
の
伝
統
文
化
が
あ
り
ま

す
。
参
加
者
や
観
客
と
し
て
、

訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
秋

田
の
『
文
化
の
力
』
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

横
手
市
に
お
い
て
開
催
し
た

８
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
守
り

育
て
ら
れ
て
き
た
伝
統
文
化
を

再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
ダ
ン

ス
な
ど
の
若
者
の
躍
動
感
が
融

合
し
、
新
た
な
文
化
の
息
吹
き

を
感
じ
ま
し
た
。　

　

地
域
の
文
化
を
守
り
育
て
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
文
化

資
源
を
大
切
に
す
る
心
と
、
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の

支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
国
民
文
化
祭
を
通
し
て

市
民
一
人
ひ
と
り
が
秋
田
の
文

化
・
横
手
の
文
化
を
再
認
識
す

る
と
と
も
に
、
先
人
が
築
き
上

げ
て
き
た
貴
重
な
文
化
を
受
け

継
ぎ
、
後
世
に
つ
な
げ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

２
年
以
上
前
か
ら
準
備
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

と
し
て
関
わ
っ
て
く
れ
た
す
べ

て
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

横手市開催事業の最後を飾った秋田ふ
るさと村での太鼓フェスティバル



地場産メニューを商品に
■料理発表会レシピ公開セミナー（横手）

人気の高かったメニュー11品を真剣に試食する参加者

　横手市雇用創出協議会では、地域資源の開拓を目指し、
昨年から横手市産食材を使った料理発表会を６回開催し
ました。その中から人気のあったメニューを飲食関係者
などに紹介し、商品化を検討してもらうため、11月13日、
旭ふれあい館で、レシピ公開セミナーが開催されました。
参加者は、商品化の可能性を探りながら試食をし、アイ
デア豊富なメニューに関心をもって見入っていました。
　これまでのレシピは『あぐりんTec. yokote』のホーム
ページで公開しています。（http://agrin-tec-yokote.jp/）
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■認知症予防講演会

自分らしい生活を継続するために

　11月７日、条里南庁舎で『認知症予防講演会』が行わ
れ、約200人が参加しました。
　テレビにも多数出演し、認知症の啓発活動を行ってい
る、鳥取大学医学部の浦上克哉教授が『認知症の理解と
効果的な予防』と題して講演。認知症の症状や発見のチ
ェック項目などを説明し、早期発見や予防の重要性を述
べました。参加者からは「認知症は避けられない問題だ
からこそ予防が大切だと分かった」などの感想が寄せら
れ、認知症について関心の高さがうかがえました。講演会の様子、早期発見の大切さを話す浦上教授（円内）

感動！心に響くハーモニー

　国民文化祭の『合唱フェスティバル』では、合唱の力で
市を盛り上げてくれた横手平鹿合唱連盟の皆さん。同連
盟が毎年開催し、今年で21回目となる合唱祭が、11月９
日、市民会館で行われ、９団体、約200人が出演しました。
　各団体は、それぞれの演奏曲を合唱し、ソプラノ、アルト
などが重なり合う美しいハーモニーを披露。ラストは、
出演者全員による迫力ある合同合唱が会場を魅了しまし
た。遠藤会長は「皆さんの前で歌えることに感謝します｡
よりよい合唱を目指していきます」とお礼を述べました。

■第21回横手平鹿合唱祭

アンコールでは、出演者と来場者が一体となって『ふるさと』を合唱

　横手川水辺のふれあいフェスタ主催の木育事業『丸太
が本棚に変わるまで』が11月15日、山内地域で行われ、
市内外から約30人が参加しました。はじめに、横手市森
林組合の協力で伐採作業を見学した後、三又建設製材工
場で、伐採された木の製材工程の説明を受けました。
　続いて、ウッディプラザ木の香で、大工さんの指導に
より本棚を製作。参加した横手南小４年の浮嶋倖智君は
「木がどうなるのかを短時間で学ぶことができ、楽しか
ったです」と完成した本棚を手に話してくれました。

暮らしに生かされる森の恵み
■ふるさとの森を守る木育事業（山内）

伐採機械ハーベスタによる伐採作業を見学（左）、本棚製作の様子（右）

（大雄）

　㈱薬王堂（西郷辰弘
代表取締役）が大雄字
精兵村地内に消火栓を
設置し、10月７日、㈱
薬王堂横手大雄店・菅
原ストアチーフ（写真
右）が代表して、市に
寄贈しました。消火栓
は火災発生時の消火活
動や延焼防止用水利と
して使用されます。
　小松田大雄地域局長
（同左）は、「火災発生
時には有効に活用した
い」とお礼の言葉を述
べました。

㈱薬王堂が消火栓を市に寄贈

　11月１日から３日まで、横手市の友好都市・神奈川
県厚木市で､2014あつぎ国際剣道祭が開催されました｡
演舞会では、横手市剣道連盟の高橋英夫会長と今野憲
夫副会長が日本剣道形を披露。厚木市が平成27年２月
１日に市制60周年を迎えることを記念した大会で、剣
道を通じて友好を深め合いました｡

剣道を通じて交流を図る

　道の駅十文字の収穫祭が11月８日と９日に行われ、秋
の農産物などを買い求める人でにぎわいました。
　８日は天候にも恵まれ、小春日和の一日になり、400食
用意された新そばの試食には長い列ができました。道の
駅物産交流展として、遠野・三陸・伊達の３つの道の駅
の物産販売も行われ、帆立煮、三陸わかめなどの海産物
にも人だかりができました。また、恒例となった麺まき
や餅まき、新品種米『つぶぞろい』の試食会など、来場
者が途切れることのない二日間になりました。

■道の駅十文字 秋の収穫祭（十文字）

子どもから大人まで多くの来場者でにぎわった秋の収穫祭

道の駅で実りの秋を満喫

　11月８日、市役所前駐車場で週２回開かれてきた、
みどりの朝市が今年最後の営業を行いました。当日は
晴れ上がり、寒い朝となりましたが、旬の大根など採
れたての野菜や、漬け物などを買い求める人が早朝か
ら次々に訪れました。出店者らは「また来年」と互い
に声をかけ合い、今年の営業を終えました。

みどりの朝市さよならセール （横手）（横手）商売から社会の仕組み学ぶ

　子どもたちが模擬会社を６月に設立後、商品開発か
ら販売までを体験することで、社会の仕組みを学んだ
『ジュニアエコノミーカレッジ』の取り組み事例発表
と表彰式が11月15日、かまくら館で行われました。セ
ミナーに参加した小学生13チームが、売上金の一部を
〝税金〟と仮定し、市教育委員会に寄付しました。

蔵光院本堂で般若心経を唱える参加者

■沼の柵の歴史を訪ねてin蔵光院（雄物川）

後三年合戦の歴史に触れる

　927年前、金沢柵が落城し、後三年合戦が終焉した日
とされる11月14日、雄物川町文化財保護協会主催の『沼
の柵の歴史を訪ねてin蔵光院』が行われました。辺りが
『沼柵』跡の推定地とされる雄物川町の蔵光院では、高
橋眞住職が後三年合戦について説明し、参加者とともに
合戦戦没者をしのび、般若心経を唱えました。
　その後、参加者は昔語りや、蔵光院の見学、市文化財
保護課職員の講話などを通じて、あらためて『沼柵』の
歴史に触れていました。
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杉山　僚平さん
すぎやま　りょうへい（24歳・平鹿）

藤原　比呂美さん
ふじわら　ひろみ（42歳・横手）

　

ヘ
ル
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人
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仕
事
で
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事
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と
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わ
れ
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と
そ
の
言
葉
が
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染
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ま
す
。

自
分
も
成
長
で
き
る
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か

っ
た
で
す
」
と
話
す
僚
平
さ
ん
。
さ
ら
に
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

仕
事
に
対
す
る
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
僚
平
さ
ん
は
、
吉
田
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
少
の
コ
ー
チ
を
務
め
て

い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
家
族
に
つ
い
て　

　

祖
父
母
、
両
親
、
自
分
を
含
め
兄
弟
が
５
人

の
和
や
か
で
楽
し
い
家
族
で
す
。
今
ま
で
の
分

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
東
北
町
出
身
の
比
呂
美

さ
ん
は
、
横
手
に
来
て
６
年
目
。

縁
が
あ
っ
て
、
横
手
市
出
身
の
康

寛
さ
ん
と
知
り
合
い
平
成
12
年
に

結
婚
し
、
康
寛
さ
ん
の
仕
事
の
関

係
で
、
盛
岡
市
で
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
は
悠
君（
12
歳
）

と
惇
君（
９
歳
）の
二
人
に
恵
ま
れ
、

悠
君
の
小
学
校
入
学
を
機
に
、
横

手
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

比
呂
美
さ
ん
に
横
手
の
印
象
を

尋
ね
る
と
「
皆
さ
ん
と
て
も
親
し

み
や
す
く
、
子
育
て
が
し
や
す
い

町
で
す
ね
。
た
だ
、
雪
は
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
量
で
驚
き
ま

し
た
。
青
森
の
食
は
豊
か
で
す
が

横
手
も
お
い
し
い
も
の
が
多
い
で

す
。
特
に
、
納
豆
汁
や
ハ
タ
ハ
タ

は
初
め
て
食
べ
ま
し
た
。
同
じ
東

北
で
も
、
食
文
化
の
違
い
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
青
森
県
は
、
リ
ン

ゴ
の
ほ
か
に
、
東
北
町
で
は
シ
ジ

ミ
と
長
い
も
が
有
名
で
す
」
と
故

郷
も
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

康
寛
さ
ん
は
、
両
親
が
経
営
し

て
い
る『
機
電
サ
ー
ビ
ス
』で
、
出

張
等
忙
し
い
毎
日
と
の
こ
と
。「
夫

も
夫
の
両
親
も
、
子
育
て
に
協
力

的
で
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
元

気
な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
楽

し
い
毎
日
で
す
」
と
話
す
比
呂
美

さ
ん
。
横
手
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

川西保育所（大森）ひまわり組のおともだち

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。杉山さんは、前回
の高橋さんからのご紹介です。

ゆ
う

し
ゅ
ん

青森県

東北町

秋田県 岩手県

■面積　326.71k㎡
■人口　18,860人
■世帯　　7,238世帯

青森県

土屋幼稚園（横手）
ひばり組のおともだち

材料（５～６人分）
○そば（乾）…500～600ｇ　○木綿豆腐…1丁　○しょうが…
１かけ　○パプリカ赤・黄…各1/4個　○きぬさや…5枚　○
鶏ひき肉…80ｇ　○オリーブ油…大さじ2
【調味料】○豆乳…60ｃｃ　○みそ…大さじ3　○白すりごま…
大さじ２　○砂糖…大さじ1
作り方
①豆腐はくずして電子レンジにかけ、ペーパータオルに
　包み水切りする。
②しょうがはみじん切り、パプリカときぬさやはせん切
　りにして、さっと茹でておく。
③オリーブ油を熱し、しょうがと鶏ひき肉を炒める。豆
　腐と調味料を加えて強火でポロポロに仕上げる。
④そばを茹でて冷水にとり、水分を切って盛り付け、③
　をかけ、パプリカときぬさやを散らす。

◎今月の紹介者 横手市食生活改善推進協議会･山内支部
橋本 敦子さん （南郷地区）
　そばには抗酸化作用のあるポリフェ
ノールの一種・ルチンが多く含まれて
います。毛細血管を強くして脳出血を
予防したり、血圧を下げる作用がある
そうです。豆腐を使って、ヘルシーな
パスタ風に仕上げてみました。おいし
くて健康にも良いおそばをどうぞ。

秋田県はそばの生産量が
全国第９位で、横手市は

県内一の生産量です。営農組合でそ
ばを作付けするようになり５年目に
なりますが、昨年から二毛作にも挑
戦しています。今年は天候に恵まれ
て、品質が良く収穫量も多いので喜
んでいるところです。寒い年の瀬は、
地元産のそばをたくさん食べて、体
の芯から温まりましょう。
（鍋倉営農組合・高橋佐助さん・平鹿）

１人分の栄養量
エネルギー  453kcal
タンパク質   21.9g
脂     質   12.9g
塩     分    1.1g

にこにこレシピ
●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オイ
シイ

ってカ
ラダにイイ

食事バランスガイド

主食
副菜
主菜

牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

2 3 4

1212

5

7

1 2

1

2

『そば』今月の食材

豆腐ミートの蕎麦パスタ豆腐ミートの蕎麦パスタ

　毎週日曜日の午後、十文字駅前のコミュニティ
ハウス『ね・ま～れ』から柔らかく美しい音色が
響いてきます。ギターを抱え、楽しそうに演奏す
る十文字ギター同好会の皆さんです。
　会は今年で８年目。中学生から70代までの皆さ
んが、愛用のクラシックギターを持ち寄り、思い
思いにメロディーを奏でます。「曲の良さを自分
なりに表現できるのがギターの魅力。プロを目指
したこともある高松正昭先生が、丁寧に教えてく
れます。まったく弾けなかった曲が、練習を続け
ているうち、手の届くところまできてくれます。
うれしいですよ」と笑顔を見せる皆さんです。
　会長の小野寺隆夫さんは「難しいと思っている
人も、少しだけ我慢して基本を練習すれば、童謡
や唱歌、歌謡曲などどんな曲でも演奏できます。
世代を超えて手軽に楽しめるギターを、私たちと
一緒に楽しみましょう」と話してくれました。
◆問合せ　事務局 渡部さん ☎33-1472

クラシックギターサークル
十文字ギター同好会
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『
2Ｙ
ぷ
ら
ざ
』
年
末
年
始
の

　
　

休
館
の
お
知
ら
せ
　

【
2Ｙ
ぷ
ら
ざ
１
階
〜
３
階
】

◆
休
館
日
／
12
月
30
日（
火
）〜
平
成

　

27
年
１
月
２
日（
金
）

【
2Ｙ
ぷ
ら
ざ
４
階
】

◆
休
館
日
／
12
月
29
日（
月
）〜
平
成

　

27
年
１
月
３
日（
土
）

◆
問
合
せ
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ　
　
　
　

　

☎
３
２
‐
２
４
１
８

　
　

12
月
1
日
か
ら
除
雪
機
械
を

　
　

貸
し
出
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
住
宅
な
ど

の
除
雪
を
行
う
、
町
内
会
等
の
団
体

に
、
除
雪
機
械
を
貸
し
出
し
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
出
機
械
等
／
除
雪
機
、
ア
ル
ミ

　

ブ
リ
ッ
ジ
、
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
、

　

ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー

◆
貸
出
期
間
／
原
則
１
日
※
作
業
日

　

程
に
よ
り
、
最
長
14
日
間
ま
で

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ

　

れ
あ
い
課
☎
３
５
‐
２
１
３
４
ま

　

た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課  

　
　

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金

　
　

等
と
の
併
給
制
限
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
等
を
受
給

で
き
る
場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成

26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の

差
額
分
の
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
受
給
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　

支
援
課
☎
３
５
‐
２
１
３
３

　
　

よ
こ
て
起
業
セ
ミ
ナ
ー

　
　

２
０
１
４
〜
２
０
１
５

　

起
業
を
目
指
す
方
等
を
対
象
に
行

い
ま
す
。
全
４
日
間
の
受
講
で
す
。

◆
日
時
／
12
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）

　
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）、
17
日

　
（
土
）、午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
20
人

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
部
商
工

　

労
働
課
内
）☎
３
３
‐
３
８
９
９

　
　

地
域
資
源
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　

ア
募
集

　

横
手
市
観
光
連
盟
物
産
部
会
で
は

若
者
の
視
点
か
ら
、
物
産
を
中
心
と

し
た
地
域
資
源
の
調
査
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員
／
若
干
名（
40
代
ま
で
）

◆
活
動
内
容
／
情
報
の
収
集
・
聞
き

　

取
り
調
査
・
集
約
な
ど

◆
申
込
期
限
／
12
月
15
日（
月
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
市
商
工
観
光

　

部
観
光
物
産
課

　

☎
３
２
‐
２
１
１
９  　
　

　
　

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　
『
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
』

　

市
民
を
対
象
に
、
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
１
位
か
ら
３
位

ま
で
の
チ
ー
ム
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
21
日（
日
）午
後
２
時

　

〜
５
時

◆
場
所
／
大
森
体
育
館

◆
参
加
費
／
一
人
５
０
０
円

◆
持
ち
物
／
内
履
き

◆
申
込
期
限
／
12
月
10
日（
水
）

◆
申
込
み
／
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
課
☎
３
５
‐
２
１
７
３

　
　

朝
倉
公
民
館
主
催
講
座

　
　

『
練
り
込
み
体
験
教
室
』

　

カ
ラ
フ
ル
な
粘
土
を
組
み
合
わ
せ

て
、
羽
根
模
様
の
お
皿
を
制
作
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
平
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

　

オ
ル

◆
申
込
期
間
／
12
月
２
日（
火
）〜
26

　

日（
金
）※
先
着
10
人

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　

☎
３
５
‐
２
１
３
８

　
　

不
要
に
な
っ
た
河
川
防
護
柵

　
　

を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　

横
手
川
河
川
堤
防
の
改
修
時
に
不

要
に
な
っ
た
木
柵
を
提
供
し
ま
す
。

天
然
木
を
腐
敗
処
理
加
工
し
た
木
柵

（
柱
）で
す
。ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
※
ま
き
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
供
開
始
／
12
月
８
日（
月
）〜
12

　

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※
無
く
な
り
次
第
終
了

◆
場
所
／
二
葉
町
四
丁
目（
河
川
敷
）

◆
提
供
柱
／
直
径
９
〜
16
㌢
、
長
さ

　

80
〜
１
７
０
㌢
、
約
千
本　

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
工
務
課
☎
４
５
‐
６
１
６
１

　　
　

12
月
10
日
〜
16
日
は『
北
朝
鮮

　
　

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
』

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝

鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
拉
致
容
疑
事
案
が
13

件
19
人
に
上
る
と
判
断
し
、
関
与
し

た
北
朝
鮮
工
作
員
な
ど
の
逮
捕
状
の

発
付
を
得
て
国
際
手
配
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
拉
致
容
疑
事
案
と
判

断
し
た
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事

案
が
あ
る
と
の
認
識
で
、
今
後
も
徹

底
し
た
捜
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
警

察
署
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先
／
横
手
警
察
署
☎
３
２
‐

　

２
２
５
０
ま
た
は
お
近
く
の
交
番

　

か
駐
在
所
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公
益
財
団
法
人
片
野
重
脩
交

　
　

通
遺
児
奨
学
会
推
薦
募
集

　

秋
田
県
内
に
居
住
す
る
交
通
遺
児

で
高
校
に
進
学
ま
た
は
在
学
し
、
経

済
的
理
由
か
ら
学
資
等
の
支
払
い
が

困
難
な
方
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

応
募
に
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
学

校
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
金
／
月
額
１
６
，
０
０
０
円

　

※
返
済
の
義
務
な
し

◆
定
員
／
若
干
名

◆
申
込
期
限
／
平
成
27
年
１
月
31
日

　
（
土
）必
着
※
選
考
に
よ
り
決
定

◆
問
合
せ
／
羽
後
交
通
㈱
秘
書
課　

　

☎
３
２
‐
４
１
５
２

　
　

ア
ビ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
『
公
共

　
　

職
業
訓
練
』
受
講
者
募
集　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
し

て
い
る
方
で
、
新
た
な
技
術
を
習
得

し
た
い
方
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

◆
訓
練
科
・
定
員
／

　

◎
金
属
加
工
科
・
18
人

　

◎
電
気
、通
信
施
工
技
術
科
・
15
人

　

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科

　

・
18
人

　

◎
工
場
管
理
業
務
科
・
18
人

◆
訓
練
期
間
／
平
成
27
年
２
月
４
日

　
（
水
）〜
７
月
29
日（
水
）※
６
カ
月

◆
訓
練
時
間
／
午
前
９
時
20
分
〜
午

　

後
３
時
40
分

◆
受
講
料
／
無
料（
資
料
代
は
別
途
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
19
日（
金
）

◆
場
所
・
問
合
せ
／
秋
田
職
業
訓
練

　

支
援
セ
ン
タ
ー
訓
練
課（
潟
上
市
）

　

☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１
７
８

　
　

求
職
者
支
援
訓
練
『
Ｉ
Ｔ
ビ

　
　

ジ
ネ
ス
基
礎
科
』

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
３
カ
月
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
・

表
計
算
ソ
フ
ト
の
操
作
を
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
27
年
１
月
26
日（
月
）

　

〜
４
月
24
日（
金
）午
前
９
時
〜
午

　

後
３
時
50
分（
土
日
、
祝
日
休
み
）

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房

◆
受
講
料
／
無
料（
資
料
代
は
別
途
）

◆
定
員
／
15
人
※
平
成
27
年
１
月
６

　

日（
火
）午
後
１
時
か
ら
面
接
等
で

　

選
考

◆
申
込
期
限
／
12
月
24
日（
水
）

◆
申
込
み
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　

☎
３
２
‐
１
１
６
５　

　
　

第
12
回
全
日
本
年
賀
状
大
賞

　
　

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中

　

送
っ
て
楽
し
い
、
も
ら
っ
て
う
れ

し
い
年
賀
状
。
心
の
交
流
や
、
手
作

り
の
良
さ
に
親
し
む
こ
と
な
ど
を
目

的
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
／
①
版
画
部
門
（
手
作

　

り
の
版
画
で
表
現
し
た
作
品
）
②

　

絵
手
紙
部
門
（
絵
と
文
字
が
調
和

　

し
た
作
品
）
③
こ
と
ば
部
門
（
思

　

い
を
込
め
た
言
葉
で
書
い
た
作
品
）

◆
申
込
期
限
／
平
成
27
年
１
月
13
日

　
（
火
）

◆
問
合
せ
／
横
手
郵
便
局

　

☎
３
２
‐
３
５
７
０

催　
し

講　
座

講　
座
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　よこてイーストでは、年間を通してたくさんのみな
さんに楽しんでいただけるイベントを行っています。
◎12月のよこいち。
　フリーマーケットを行います。
◆日時・場所／12月21日（日）10：00～16：00、Ｙ2ぷらざ
◎灯りまつり～色鮮やかなイルミネーションの世界～
◆期間・場所／２月17日（火）まで、にぎわいひろば

問合せ／よこてイースト管理事務所☎38-8851

12月の〝よこてイースト情報〟12月の〝よこてイースト情報〟

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

募　
集

募　
集

募　
集

講　
座

　年末年始は何かと贈り物の
多いシーズンですが、政治家
が選挙区内の人に、お金や物
を贈ることは公職選挙法で禁
止されています。
　また、有権者が政治家に寄
付などを求めることも禁止さ
れています。
◆問合せ／市選挙管理委員会☎35-2161

政治家の寄付禁止のルールを守ろう政治家の寄付禁止のルールを守ろう

　横手病院糖尿病委員会では『社会でサポートする糖
尿病』のテーマのもと、講演会などを行います。どな
たでもお気軽に参加できますので、この機会に糖尿病
について学んでみませんか。 
◆日時／12月７日（日）10：00～12：00　◆参加費／無料
◆場所／Ｙ2ぷらざ１階オープンスペース
◆内容／奥山厚医師（横手病院消化器内科）の講演、健
　　　　康相談、試食試飲・食品サンプルコーナー等
◆問合せ／市立横手病院☎32-5001

市立横手病院〝糖尿病週間行事〟市立横手病院〝糖尿病週間行事〟
　りんごの香りに包まれて、心
も体もリフレッシュ！
　毎年好評のゆっぷるの『りん
ご風呂』に、ご家族おそろいで
ぜひお越しください。
◆入浴料／大人400円、子ども200円（３時間未満利用時）
◆期間／12月～１月までの日曜、祝日および正月三が日

場所・問合せ／ゆっぷる☎25-3801

『りんご風呂』にお入りくださいゆっぷ
る

か
た　
の　
し
げ
な
が

　

ね　

　

こ　

アソカ保育園（横手）ふじ組のおともだち 土屋幼稚園（横手）ひばり組のおともだち
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地域からのお知らせ

いどばたプラザいどばたプラザ
　『いどばたプラザ』は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを
掲載するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の『20日
前まで』に内容がわかるものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)
にお寄せください。１月１日号は12月９日(火)、１月15日号は12
月19日(金)が締め切りとなります。

広告

　　
小中学生用スキー用品・制服・柔道着『リサイクル市』　
　リサイクル市を開催します。スキー用品や制服、柔道
着などを無料で提供してください。
【リサイクル品受付】
●日時／12月20日(土)午前10時～午後３時、21日(日)午
前10時～正午　●場所／市役所本庁舎１階　※20日の午
後１時までは、あさくら館・ふるさと館・さかえ館、旭
ふれあい館、大森地域局、増田地域局、十文字Ｂ＆Ｇ海
洋センターでも受け付けしています　●対象品／不要の
スキー用品全般(スキー板は160㌢以下)、中学校･高校の
制服、柔道着など
【リサイクル市】
●日時／12月21日(日)午後１時～２時30分※リサイクル
品譲り受けの際には、１点につき数百円程度の実費をい
ただきます。また、当日の午後０時30分に整理券を配布
します(会場が狭いため、入場の際に制限がかかりますの
でご注意ください)　●場所／市役所本庁舎１階　●問合
せ／ＮＰＯ法人ゆめ希望 加藤さん ☎090-2974-8537

料理教室『かんたん おせち料理』
●日時／12月20日(土)午前10時～　●参加費／1,000円　●
持ち物／エプロン、三角巾、筆記用具　●申込開始／12
月３日(水)　●定員／先着20人　●場所・申込み／南部
シルバーエリア ☎26-3880

クリスマス 手作り雑貨マーケット
　布雑貨・木工・エコクラフトなど、心のこもった手作
り品を販売します。
●日時／12月21日(日)午前10時～午後３時　●場所／大
仙市大曲交流センター　※購入金額に応じてプレゼント
があります。また、お子様を対象としたお菓子のつかみ
取りプレゼントもあります(ともに数量限定･先着)　●問
合せ／小松さん ☎090-7666-6001

自然を愛する皆さんの集い『年末特別企画』
●日時／12月21日(日)午後１時～ ●内容／『不思議のお
もちゃ箱 ミッキーハタのテーブルマジック笑』、『ミニラ
イブに挑戦』 ●参加費／3,500円(料理・飲み物付) ●申込
期限／12月10日(水) ●場所／煉瓦屋内 ●申込み／ＮＰＯ
ヒューマニティコミュニケーション(煉瓦屋内)☎33-2811

被災地復興支援『気まぐれ弾き語りコンサートvol.14』
　アコースティックなオリジナル曲やカバー曲などをお
届けします。
●日時／12月27日(土)午前10時～ ●場所／Ｙ2ぷらざ ●
入場料／無料※東日本大震災復興支援の募金にご協力く
ださい ●問合せ／ごやさん ☎090-6629-0089

日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／12月28日(日)午前10時～　●場所／女性センタ
ー　●参加料／一般1,000円、学生700円(昼食、５位まで
賞品、参加賞付)　●問合せ／中田さん ☎32-2479

 
　  　　　
受講生募集『年賀状の作り方講座』(全２回)
　おもしろいデザイン文字を用いながら、未(ひつじ)年
にちなんだ色彩豊かな年賀状の書き方を指導します。
●期間／12月３日(水)・17日(水)、午後１時30分～３時
●場所／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／1,000円(２回分)　●
持ち物／はがき、絵の具、パレット、水差し、キッチンペ
ーパー､墨汁､水彩筆　●問合せ／赤川さん ☎018-829-5859

雪花語り～第３回『つむぎの会』口演～
　フランス料理を味わいながら、昔語りと邦楽の魅力を
お楽しみください。
●日時／12月４日(木)正午～(午前11時30分開場)　●場
所／ゲストハウス平源　●参加費／3,000円　●内容／秋
田のむかしっこ語り、邦楽の調べ 、朗読『花咲き山』の
世界など　●問合せ／つむぎの会 畑さん ☎32-2962

ヨガ シャイニングムーン ～60分レッスン～
【Ｙ2ぷらざ】
●日時／【昼ヨガ】12月９日(火)午前10時30分～､【夜ヨガ】
12月５日(金)・19日(金)、午後６時30分～
【十文字文化センター会場(３階学習室)】
●日時／【昼ヨガ】12月４日(木)午後１時30分～､【夜ヨガ】
12月18日(木)、午後６時30分～
〈共通事項〉●受講料／１回1,000円(初回500円)※お得な
回数券有り　●持ち物／動きやすい服装、ヨガマットま
たはバスタオル、飲み物　●申込み／吉岡さん
☎090-5405-7731

気功愛好会『みんなの無料気功教室』
●日時／12月６日(土)･13日(土)･20日(土)･27日(土)、
午後２時～４時　●場所／浅舞公民館　●問合せ／気功
愛好会 ☎080-9660-5859

写経でカフェ
　お香のかおり、音楽が流れる中での写経はいかがです
か。手作りケーキやコーヒーなどを用意しています。
●日時／12月10日(水)午後２時～　●場所／桂徳寺(金沢
本町)　●参加費／400円　●持ち物／小筆または筆ペン
●問合せ／桂川さん ☎37-3125

合同芸術鑑賞会合同芸術鑑賞会３校閉校記念３校閉校記念
雄物川北小学校・南小学校・福地小学校雄物川北小学校・南小学校・福地小学校

　わらび座によるミュージカルを上演します。ミュージ
カル上演前に、閉校する３校の校歌を児童が歌います。
また、雄物川小学校の新校歌を披露します。
◆日　時／12月６日(土)午前９時30分～11時40分
◆場　所／雄物川体育館※内履きをご持参ください。
◆入場料／無料※どなたでも鑑賞できます。
◆内　容／わらび座ミュージカル『どんぐりと山猫』
◆問合せ／雄物川地域小学校閉校事業実行委員会
　　　　　南小学校 教頭 谷口先生 ☎22-3204

献血日程献血日程 受付

400ml献血に
 ご協力ください

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

12月４日(木)
横　手

12月７日(日)
横　手

12月12日(金)
横　手

10:00～11:15
13:00～14:15

15:15～16:00

イオン横手店
（400ｍｌ献血推進キャンペーン）

東日本高速道路㈱東北支社
横手管理事務所

東北電力㈱横手営業所
秋田広域農業共済組合平鹿支所

10:00～16:00

東北農政局平鹿平野農業水利事務所 10:00～11:15
ビイギャル横手店 15:15～16:30

全血

広告



ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告広告
平成 　 年

　

国
民
文
化
祭
の
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
横
手
市
民
会
館
で
あ
り
ま
し

た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
く
感
動
し
ま

し
た
。
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
や
太
鼓

の
祭
典
に
も
足
を
運
び
、
全
国
か
ら

来
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い
演
技
と
熱
意

に
、
私
も
力
の
限
り
拍
手
で
応
援
し

ま
し
た
。
こ
の
秋
は
文
化
祭
に
夢
中

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
休
日

返
上
で
、
い
ろ
ん
な
気
配
り
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
夢
の
よ
う
な

舞
台
の
数
々
と
演
技
に
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
佐
藤
則
子
さ
ん
・
雄
物
川
）

　

国
民
文
化
祭
の
太
鼓
の
祭
典
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
迫
力
が
あ
り
、
体

に
響
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
動

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
63
歳
・
十
文
字
）

　

10
月
21
日
に
花
巻
市
交
流
会
館
で

開
催
さ
れ
た
、
田
中
佳（
よ
し
み
）医

師（
医
学
博
士
）の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の

講
聴
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
を
聞
い
た
だ
け
で
肩
が
凝
り
そ
う

で
し
た
が
、
田
中
医
師
の
話
術
と
驚

き
の
内
容
に
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
「
私
の
仕
事
は
医
師
を
失

業
さ
せ
る
事
」
「
今
普
通
の
生
活
を

続
け
る
と
病
死
す
る
」
「
癌
は
恐
く

な
い
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
向
き
合

う
事
」
等
々
…
。
結
論
を
言
え
ば
、

健
康
の
原
点
は
食
に
あ
る
と
い
う
事
。

２
時
間
の
講
話
も
あ
っ
と
い
う
間
に

す
ぎ
ま
し
た
。

（
小
田
嶋
良
一
郎
さ
ん
・
横
手
）

　

久
々
に
都
会
暮
し
の
友
人
か
ら
電

話
で
し
た
。
「
成
績
日
本
一
は
知
っ

て
い
る
が
、
他
の
こ
と
は
ど
う
？
景

気
は
良
く
な
っ
て
い
る
の
？
起
業
人

と
か
就
農
者
は
増
え
て
い
る
の
？
秋

田
県
も
っ
と
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

な
」
と
言
う
の
で
す
。
身
の
周
り
の

事
ば
か
り
の
自
分
に
は
う
ま
く
答
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
成
績
日
本
一

の
若
者
も
や
が
て
秋
田
を
離
れ
る
人

が
多
い
と
思
う
。
何
せ
雪
国
、
こ
れ

も
一
因
か
な
、
と
い
ろ
い
ろ
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
が
多
く
、

人
口
減
、
婚
姻
率
も
低
く
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
声
が
聞
け
な
い
な
ん
て

さ
み
し
く
思
い
ま
す
。

（
ど
じ
や
す
さ
ん
・
増
田
）

　

空
き
家
問
題
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ま

た
冬
が
き
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
国
道

13
号
線
を
大
曲
に
向
か
う
途
中
、
金

沢
に
入
る
と
、
両
側
空
き
家
だ
ら
け

の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
（
ち

ょ
っ
と
大
げ
さ
で
す
が
…
）
特
に
古

い
大
き
な
家
が
多
い
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
通
る
た
び
、
気
に
な

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
11
月

の
市
報
よ
こ
て
『
た
よ
り
』
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
古
民
家
と
し
て
利
用

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

（
キ
ブ
ク
レ
さ
ん
・
53
歳
・
横
手
）

　

こ
こ
数
年
の
豪
雪
で
、
自
宅
の
周

囲
に
30
本
以
上
あ
っ
た
り
ん
ご
の
木

が
折
れ
て
10
本
以
下
に
な
り
、
り
ん

ご
の
収
穫
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
今
ま
で
忙
し
か
っ
た
の
で
ち
ょ

っ
ぴ
り
残
念
な
の
と
、
年
も
と
っ
た

の
で
ホ
ッ
と
し
て
い
る
の
と
複
雑
な

思
い
で
す
。

（
ア
ッ
プ
ル
バ
バ
ア
さ
ん
・
75
歳

・
増
田
）

　

市
報
よ
こ
て
を
毎
回
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

な
ん
と
今
回
二
人
の
孫
が
同
じ
号
に

載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
兄
は
ス
ポ
少

優
勝
、
妹
は
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

で
し
た
。
感
激
で
す
。
孫
も
広
報
の

方
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
ね
。
私
も

が
ん
ば
ら
ね
ば
、
フ
ァ
イ
ト
。

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
・
68
歳
・
横
手
）

　

最
新
式
の
ゴ
ミ
収
集
車
の
音
が
静

か
な
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。
前
は
来

る
と
す
ぐ
音
で
わ
か
り
ま
し
た
が
、

今
の
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
事
に
使

い
た
い
で
す
ね
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
53
歳
・
横
手
）

　

若
い
人
は
県
外
に
出
て
い
き
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
私
に
は

息
子
が
二
人
い
ま
す
。
二
男
が
結
婚

し
、
す
ぐ
そ
ば
に
家
を
建
て
、
お
嫁

さ
ん
も
気
さ
く
な
方
で
喜
ん
で
い
ま

す
。
米
作
り
、
ハ
ウ
ス
栽
培
作
業
を

し
て
い
る
の
は
お
年
寄
り
で
、
病
気

に
な
れ
ば
委
託
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
昔
み
た
い
に
子
ど
も
た
ち
の
声

が
き
こ
え
る
、
に
ぎ
や
か
な
地
域
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
真
剣
に
思
い
ま
す
。

（
大
山
栄
子
さ
ん
・
横
手
）
　

　

秋
田
県
の
人
口
70
万
人
と
予
想
さ

れ
て
い
る
２
０
４
０
年
。
横
手
は
ど

ん
な
町
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
市

民
に
も
わ
か
り
易
く
教
え
て
欲
し
い

で
す
。
ま
た
、
市
民
の
構
想
を
い
っ

ぱ
い
受
け
入
れ
、
検
討
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｔ
さ
ん
・
47
歳
・
横
手
）

　

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の

Ａ
・
Ｔ
さ
ん
の
ご
意
見
に
つ
い
て
、

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課
か
ら
の

お
返
事
を
掲
載
し
ま
す
。

　

横
手
市
は
、
２
０
１
２
年
に
子
育

て
し
や
す
い
街
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ

の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

環
境
を
守
り
、
み
ん
な
で
支
え
合
い

な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
、
明
る
く
や
さ
し
い
街
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
第
２
次
横
手
市
総

合
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
計
画

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
、
市
民
と
行

政
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
機
会
も
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
経
営
企
画
課
☎
３
５
‐
２
１
６
４
）
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発行号「12月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、
必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は賞
品の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　12月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　日本画家・福田豊四郎の生
誕110年と秋田県立近代美術
館の開館20周年を記念する展
覧会です。戦前から戦後にか
け、新しい日本画の創造を目
指した福田豊四郎の作品約50
点と、写生などを展示し、豊
四郎の生涯を紹介します。
　今回は、この特別展の招待
券をペアで５組10名様にプレ
ゼントします。
【提供】秋田県立近代美術館 ☎33-8855
♦会期/平成27年２月１日（日）まで　♦観覧料/一般500円（大学生以下無料）

秋田県立近代美術館開館20周年『特別展』
生誕110年〝福田豊四郎展〟
招待券をペアでプレゼント

た
よ
り

日本国秋田県横手市
日本国秋田県横手市

1212
（10/16～11/15日到着分）

（10/16～11/15日到着分）

１１
20142014 棚田オーナーダイコンの収穫（大森地区）

棚田オーナーダイコンの収穫（大森地区）

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
8
6
0
1

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

横
手
市
役
所　

秘
書
広
報
課　

広
報
係

あ
て　

蕭
３
３‐６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
賞
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

防災ラジオ試験放送時間
　毎月第２水曜日
　午前 11 時 45 分～正午に放送
　次回の放送は、12月10日（水）です。

横手かまくらＦＭで
行政情報を放送しています！

　市から市民生活に密着した行政情報やイベント情
報などを『よこてタウンメッセージ』のコーナーで
お知らせしています。

　月曜日から金曜日
　・午前８時00分～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時00分のうち、10分間
　土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・午前11時05分～11時20分のうち、10分間
　・午後０時45分～１時00分のうち、10分間

よこてタウンメッセージ放送時間（毎日３回）

日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から

　

先
日
、
妹
が
二
才
半
に
な
る
孫
を

連
れ
て
き
た
と
き
の
こ
と
。
「
ペ
ロ

ペ
ロ
食
べ
る
？
」
「
？
？
」
「
こ
の

子
は
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
い
ら
な
い
よ
。

う
ど
ん
食
べ
る
で
い
い
よ
」
。
う
ど

ん
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
し

て
も
「
ペ
ロ
ペ
ロ
お
い
し
い
？
」
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
ら
「
い
な
に
わ
う

ど
ん
お
い
し
い
」
と
。
こ
れ
に
は
び

っ
く
り
！
い
な
に
わ
う
ど
ん
、
分
か

る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
な
ん
て
最
近

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
。
英
語

で
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
肩
た
た

き
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
笑
え
て
子
ど
も
っ
て
い
い
で
す
ね
。

成
長
す
る
の
を
楽
し
み
に
、
私
も
健

康
で
い
た
い
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

先
日
、
ご
近
所
や
友
人
か
ら
柿
を

頂
き
、
渋
を
ぬ
い
た
り
、
干
し
柿
に

し
た
り
…
。
田
舎
な
ら
で
は
の
風
物

詩
で
す
ね
。
そ
こ
で
一
句
。

『
柿
暖
簾　

幸
せ
吊
る
し　

冬
支
度
』

（
目
指
す
は
プ
ラ
チ
ナ
さ
ん
・
64
歳

・
雄
物
川
）

　

こ
の
ご
ろ
す
ご
く
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
寒
く
な
る
と
、
足
や
腰
な

ど
痛
く
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、
温

泉
が
好
き
で
、
よ
く
温
ま
り
、
何
回

も
お
風
呂
に
入
っ
て
来
ま
す
。
体
が

一
番
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
事
に
気
を
つ
け
て
、
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
65
歳
・
横
手
）
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今月のおすすめ図書

　昔も今も変わらないもののひとつに、
恋する女性の心理があるかもしれません｡
昔の女性たちも、夫や恋人への思いを歌
に託して表現してきました。少し意味が
捉えにくい短歌にも、読み解くごとに深
い意味や思いが込められています。

『女うた恋のうた』 
 林望＝著／淡光社
『女うた恋のうた』 
 林望＝著／淡光社

　小林一茶の句をもとに、米国の著者
が子ども向けに書いた絵本の日本語版
です。句の英訳と現代日本語訳をお楽
しみください。小さなものや弱いもの
に温かい眼差しを注いだ一茶の生涯を
俳句や風景画を通して振り返ります。

◆大人向け

◆こども向け

・広告批評アーカイブ広告20世紀／天野祐吉・島森路子
・画題で読み解く日本の絵画／佐藤晃子
・松平家　心の作法／松平洋史子
・ヘレン･ケラーのかぎりない夢
　　　　　　　　　　　　／ドリーン・ラパポートほか
・ピンクがとんだ日／村上康成
・トマス・ジェファソン本を愛し集めた人
　　　　　　　　　　／バーブ・ローゼンストックほか
・もったいないばあさんのてんごくとじごくのはなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／真珠まりこ
・宇宙人に会いたい！／平林久

新着図書の紹介新着図書の紹介

・12月13日(土)午前10時30分～／十文字
・12月14日(日)午前10時30分～／横手、増田
・12月20日(土)午前10時30分～／平鹿
・12月21日(日)午前10時30分～／大森、雄物川

12月のおはなし会　会場：各図書館12月のおはなし会　会場：各図書館

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
◆問合せ／中央(雄物川)図書館 ☎22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

蔵書検索

『蛙となれよ冷し瓜　一茶の人生と俳句』
 マシュー・ゴラブ＝文
 カズコ・Ｇ・ストーン＝絵／岩波書店

『蛙となれよ冷し瓜　一茶の人生と俳句』
 マシュー・ゴラブ＝文
 カズコ・Ｇ・ストーン＝絵／岩波書店

データベースをご活用くださいデータベースをご活用ください
　図書館(山内･大雄を除く)では､下記のデータベースが
ご利用できます。詳しくは各図書館でお尋ねください。
・さきがけデータベース／秋田魁新報社
・ルーラル電子図書館／社団法人農山漁村文化協会

ものづくりの技術を伝えたい

一人ひとりの要望に合わせて、長く使え
る製品を作り続けていきたい。

ながさわ　みのる　
昭和28年、旧平鹿町生まれ。一級ガラス、一級サッ
シ施工技能士、一級建具技能士などの資格を持つ。
職人としての経験年数は42年にのぼる。平成18年か
ら、秋田県ガラスサッシ商工協同組合理事として、
業界発展のために尽力している。平成26年度横手市
技能功労者。

長澤 稔さん （61歳・平鹿）

　

軽
く
て
強
度
の
高
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
ガ
ラ
ス
と
一
緒

に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
や
風
除
室
、
バ

ル
コ
ニ
ー
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
貴
重
な
素
材
で
あ
る
。
住
ま

い
に
欠
か
せ
な
い
ガ
ラ
ス
サ
ッ
シ
な
ど
の
施
工
に
、
長
年
に

わ
た
り
携
わ
っ
て
い
る
匠
が
長
澤
さ
ん
で
あ
る
。

　

地
元
の
高
校
を
卒
業
し
た
長
澤
さ
ん
は
昭
和
47
年
、
秋
田

Ｙ
Ｋ
Ｋ
産
業
株
式
会
社
に
入
り
、
秋
田
、
由
利
本
荘
、
横
手

の
営
業
所
で
ア
ル
ミ
製
品
の
販
売
に
従
事
し
た
。
製
品
に
つ

い
て
顧
客
と
話
し
合
う
う
ち
に
、
自
ら
製
造
に
取
り
組
み
た

い
思
い
が
募
り
昭
和
54
年
、
長
沢
ア
ル
ミ
工
業
を
立
ち
上
げ

る
。
そ
の
後
、
網
戸
、
風
除
室
、
雪
囲
い
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、

樹
脂
サ
ッ
シ
・
ア
ル
ミ
室
内
建
具
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
ミ

製
品
の
製
造
を
手
が
け
て
い
っ
た
。
「
要
望
に
合
わ
せ
て
形

や
寸
法
を
考
え
て
い
く
。
大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
取
り
扱
わ
な

く
な
っ
た
製
品
の
修
理
な
ど
に
も
応
じ
て
い
る
」
と
話
す
匠

の
技
術
に
は
地
域
か
ら
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。　

　

43
歳
の
時
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
の
ガ
ラ
ス
施
工
部
門
に
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

匠
は
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
全
国
の
参
加
者
と
技
術
を
競
い

合
い
、
見
事
入
賞
を
果
た
し
た
。
他
方
で
は
国
家
試
験
の
ガ

ラ
ス
や
サ
ッ
シ
施
工
技
能
検
定
試
験
な
ど
の
検
定
員
を
務
め

正
確
な
技
術
の
継
承
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
る
。

　

ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
業
界
に
限
ら
ず
、
職
人
を
志
す
若
者
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
匠
。
日
本
の
も
の
づ

く
り
の
正
確
さ
や
信
頼
性
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
ほ
し
い

と
話
す
。
ま
た
、
県
内
で
94
人
し
か
い
な
い
『
も
の
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
』
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
認
定
を
受
け
、

若
手
の
指
導
に
携
わ
る
ほ
か
、
『
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
』
な

ど
で
は
、
一
般
の
人
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　

作
業
所
で
息
子
の
昇
平
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
す
る
匠
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
に
正
確
な
製
品

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
昇
平
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
に
信
頼

を
寄
せ
て
い
る
。
二
人
は
、
今
後
も
地
域
の
人
た
ち
の
た
め

に
優
れ
た
製
品
を
作
り
続
け
て
い
く
に
違
い
な
い
。

ガラス・サッシ職人Vol.109

　市報よこて９月１日号
で、横手南中３年４組の
『給食残食ゼロ』の取り組
みを取材しました。先日、
３年４組の皆さんがその
ことをテーマに全県の公
開授業を行うということ
で、取材しての感想を提
出させていただきました。
間もなく公開授業も成功
に終わったとのご連絡を
いただき、うれしく思い
ました。師走を迎え、中
３の皆さんは高校受験に
向けた追い込みの時期だ
と思います。給食を通じ
て育んだ３年４組の『ク
ラスの団結力』を受験で
も発揮して、乗り越えて
ください。応援していま
す。（伸）

あとがき
広報担当者のつぶやき 横手図書館 ······ 12月1･3･10･17日

増田図書館 ······ 12月1･8･15日
平鹿図書館 ······ 12月1･2･9･16日
雄物川図書館 ··· 12月1･3･10･17日
大森図書館 ······ 12月1･2･9･16日
十文字図書館 ··· 12月1･3･10･17日
山内図書室 ······ 12月6･7･13･14･20日
大雄図書室 ······ 12月21･23日
雄物川郷土資料館 ··· 12月1･8･15日
ゆっぷる ········· 12月17日

ゆとり館 ········· 12月2･9･16･23日
えがおの丘 ······ 12月1･8･15日
大森健康温泉 ··· 12月1･8･15日
ゆとりおん大雄  12月4･18日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ············ 12月3･10･15～17日
　西・南部 ······ 12月6･7･13･14日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ······ 12月1･8･15日
南部シルバーエリア　12月1･8･15日

増田町診療所(耳鼻咽喉科)
　12月3･10･17日(毎週水曜)
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科)
　12月8･22日(月)
　／13:30～15:00

三又へき地診療所(内科)
　12月2･9･16日(毎週火曜)
　／13:30～16:30
上平野沢へき地診療所(内科)
　12月4･11･18日(毎週木曜)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

～お出かけ、ご利用前にご確認ください～休館日

診療日



後三年合戦絵詞の世界展 in雄物川郷土資料館
　 ▼～23日、9：00～17：00（入館は16：30まで）
大雄イルミネーション
　 ▼～25日、17：00～23：00、ゆとりおん大雄前
　法 相談予約受付開始12月17日分 ▼市くらしの相談課☎35-4099
　行 大森コミュニティセンター ▼9：30～15：00
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 ▼10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター☎24-3283

　法 本庁舎(かまくら館隣) ▼10：00～12：00／　
　　 13：00～15：00、社協・横手福祉センター☎33-8668
　心 本庁舎(かまくら館隣)

　心 十文字町幸福会館

第９回横手市民ステージ祭

　 ▼～7日、10：00～15：30、秋田ふるさと村
横手市交流美術展 ▼～14日、10：00～15：30、秋田ふるさと村
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム『滋賀戦』
　 ▼～7日、14：00～(開場11：30)、増田体育館
おおもりケヤキ並木イルミネーション点灯式
　急 平鹿総合病院(井田医師)☎32-5124
　急 高橋医院(十文字)☎42-0421
　児 平鹿総合病院(岡田医師)☎32-5124

　行 心 増田地区多目的研修センター ▼9：30～12：00

防災ラジオ試験放送 ▼11：45頃（横手かまくらＦＭ）
　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
年末年始行事伝承会 ▼8：40～、木戸五郎兵衛村（雄物川）
  心 大森コミュニティセンター
　税 Ｙ2ぷらざ3階 ▼問合せ／横手福祉センター☎33-8668
　行 本庁舎(かまくら館隣)1階総合案内 ▼13：00～15：00

おものがわイルミネーション点灯式

第47回衆議院議員総選挙
秋田盆おどりサミット in増田
　急 市立横手病院(曽根医師)☎32-5001
　急 雄物川クリニック(雄物川)☎22-5511　
　児 平鹿総合病院(伊藤医師)☎32-5124

　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館） ▼9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 本庁舎(かまくら館隣)
　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター(ゆとり館)

　法 大森コミュニティセンター
　　 ▼10：00～12：00、社協・大森福祉センター☎26-3274
雄物川北小学校閉校式典 ▼10：00～、雄物川北小学校
第27回槻の木光のファンタジー
　 ▼～1月11日、17：00～0：00、平鹿地域局そば
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◆『人権週間』～無料 人権・困りごと相談会～
　各地域ごとに相談所を開設し、相談会を行います。詳しい日
程は市報11月15日号の４ページをご覧ください。
　◆期間／12月1日(月)～6日(土)、10：00～15：00

◆Ｙ2(わいわい)ぷらざ臨時休館のお知らせ
　下記の期間中、施設の予約・お問い合わせは9：00～16：00の
間、電話で受付します。☎32-2418
　◆休館期間／12月15日(月)～17日(水)
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12.1  12.2012.1  12.2012月10日は防災ラジオ試験放送日   77.4ＭＨｚ12月10日は防災ラジオ試験放送日   77.4ＭＨｚ！ ！ 

【無料相談】 行…行政 法…法律（要予約）人…人権 税…税務（9：30～12：00） 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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行 税

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月７日(日)「シュレック２」　　　　　　　　　 【93分】
12月14日(日)「それいけ！アンパンマン
　　　　　　　　　　　とばせ！希望のハンカチ」 【45分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■12月６日(土)～１月12日(月)
　大森リゾート村の芝桜を
イメージしたピンクやホワ
イトの淡い光が、ケヤキ並
木を彩ります。冬に咲き誇
る光の花を、ぜひご覧くだ
さい。
◆点灯時間／17：00～23：00
　※12月24日(水)･31日(水)
　　は翌2：00まで点灯
スタンプラリー連携
『イルミネーション点灯式』
◆日時／12月６日(土)17：00～18：00頃
◆内容／サンタさんからのプレゼントや、芝桜
　　　　うどん･炊き込みご飯を振る舞います｡
◆場所／大森地域局前
◆問合せ／大森地域局産業建設課 ☎26-2116
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おおもりケヤキ並木イルミネーション
イルミネーション点灯リレー第２弾

■12月13日(土)～１月12日(月)
　今年から点灯場所を変更し、飾り付けもリニ
ューアルします。『凛とした空気と雪』をテー
マとした、雪国ならではのイルミネーションの
輝きが醸し出す世界をご堪能ください。
◆点灯時間／17：00～23：00
　※12月24日(水)･31日(水)は翌2：00まで点灯
スタンプラリー連携『イルミネーション点灯式』
◆日時／12月13日(土)16：30～17：45
◆内容／豚汁・飲み物の振る舞い、子どもには    
　　　　お菓子のプレゼントがあります。
◆場所／雄物川地域局前
◆問合せ／雄物川地域局地域振興課 ☎22-2111
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おものがわイルミネーション
イルミネーション点灯リレー第３弾

 

■12月14日(日)13：00開演
　西馬音内盆踊りをはじめ
とする県内の盆踊りが披露
される他、青森県黒石市の
『黒石よされ』がゲスト出演
します。また、秋田ドンパ
ン踊りの皆さんによる基調
講演やおなじみのドンパン
踊り、ロックドンパンなど
も行います。チケット売上
げの一部は被災地へ寄付さ
れます｡
◆場所／増田ふれあいプラザ　◆入場料／500円
◆チケット・問合せ／増田盆おどり保存会
　　　　　　　　　　魚谷さん ☎090-5352-1244
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秋田盆おどりサミットin増田
地域の文化に根ざす踊りの輪


